
○　本校の概要 令和7年2月28日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

令和６年度　大田区立東六郷小学校　自己評価　報告書

・教育目標　「思いやりと正義感のある子」「自ら学び考える子」「健康で明るい子」　開校６３周年
・児童数　３７２名　　学級数　１４学級
・校内研究主題　「創造力を育む『おおたの未来づくり』の教材開発」

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

3

児童アン
ケートによる
次の項目に
おいて「とて
もそう思う」
「そう思う」の
合計回答の
割合
①総合的な
学習の時間
や生活科の
学習などで、
めあてを立
てて活動に
取り組むの
が好きだ。
②友達と一
緒に活動し
たり、お互い
の考えを話
し合ったりす
ることが楽し
い。
③本やイン
ターネットを
使って、自分
の知りたい
ことを調べる
ことができ
る。

４：
90％
以上

3

主に「おおたの未来づく
り」の実践研究として総
合的な学習の時間、生活
科で取り組んできた。
①学習課題解決に対して
の児童の関心意欲の肯
定的評価は７５．９％、②
協働学習への関心意欲
は９２．４％、③情報活用
能力の自己評価は７９．
３％であった。
主体的な取組よりも、友
達と一緒に取り組むこと
に面白さ・楽しさを感じて
いる。これは、学校ならで
はの学習活動である。
今後は、自分の考えに自
信をもち、試行錯誤する
粘り強さを育てていきた
い。調べ学習の能力につ
いては、タブレットによる
情報活用能力をさらに高
めていく必要がある。

Ａ 4

・おおたの未来づくりの研究授
業を見せていただきました。こ
どもたちはとてもよく調べ、発言
もよくされていましたが、調べた
ことの感想がなかったことに
ちょっと残念でした。
・タブレット（インターネット）での
情報活用も大事だが、地域の
人々（特に大人）との交流に
よって聞き出す力も必要だと思
います。
・協働学習への関心意欲が９
２．４％とは凄いですね。さらに
意欲を伸ばしていければと思
います。
・未来を予測するのはとても困
難ですが、達成できてもできな
くても目標を挙げることが大切
です。
・情報活用能力では、誤情報を
取り除く方法が必要である。

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3

３：
80％
以上

Ｂ 5

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

２：
70％
以上

Ｃ 0

④縦割り班活動や異学年合同の活動の機
会を設け、他社と協働していく力の育成と
共に、自己肯定感の醸成を図っている。

4

１：
70％
未満

Ｄ 0

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

3

児童アン
ケートによる
次の項目に
おいて「とて
もそう思う」
「そう思う」の
合計回答の
割合

①外国語の
学習などで、
英語を話す
ことを頑張っ
ている。
②総合的な
学習の時間
や社会科、
生活科など
で、地域や
郷土のこと
を知るのは
楽しい。

４：
90％
以上

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

3

２：
70％
以上

・外国語を覚えるだけでなく、相
手の文化、他国の文化などを
学び、触れる機会を親子共に
増やすことも必要だと思いま
す。
・外国語教育はこれからの生
活の中で実践的になっていくで
しょう。育てていただきたいです
ね。
・年少の時から外国語に携わ
ることが大切だと思います。
・中学校・大学では、先生の英
語を真似して発声するのが難
しかった。英語に慣れ親しむに
は、お手本が大事である。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

3

３：
80％
以上

Ｂ 6

Ｃ 0

１：
70％
未満 Ｄ 0

3

①外国語教育への関心意
欲は８８．２％であった。外
国語については、実践的な
活用能力を育てたいと考
え、英語カフェの取り組みを
始めたが、参加率は低かっ
た。今後、外国語を話す必
然性のある場を設定していく
必要がある。
②地域学習への関心意欲
についての肯定的評価は７
６．３％であった。地域学習
は、今年度積極的に実践し
た。来年は「おおたの未来づ
くり」も本格実施となり、関心
意欲もさらに高まると考え
る。

Ａ 3

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

3

児童アン
ケートによる
次の項目に
おいて「とて
もそう思う」
「そう思う」の
合計回答の
割合
①授業中、
勉強がよく
分かる
②道徳科
で、考えたり
話し合ったり
するのが好
きだ。
③「早寝早
起き朝ごは
ん」を今も続
けている。

４：
90％
以上

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

2 ２：
70％
以上

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

・道徳に対して児童に発信して
いると思われますので成果評
価は３でもいいのではないか。
・道徳の授業も大事だが、教師
や周りの大人の言動がこども
たちの心の発達に与える影響
は大きい。日常からの会話を
通じて育む必要がある。
・個性をつぶさないようお願い
します。
・朝食はとても大切だと思いま
す。保護者の方にももっと協力
していただきたいと思います。
・最近のこどもたちの朝食は、
コンビニで買って食べることが
多いようですね。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

3

３：
80％
以上

Ｂ 1

Ｃ 4

2

１：
70％
未満

Ｄ 0④　朝読書・読み聞かせ・語彙の学習を朝
学習の時間で行い、言葉の力を豊かにす
る教育を行っている。

3

2

①道徳授業に対する関
心意欲態度について肯
定的な自己評価は７０．
３％であった。今後も「考
える道徳」を意識した授
業づくりを行うとともに、
道徳授業地区公開講座
を通じて道徳の大切さを
発信していく。
②授業中勉強がよく分か
るの肯定的評価は、８
７％であった。今後も「主
体的・対話的で深い学
び」の実現に向け授業力
を向上していく。
②早寝早起き朝ご飯は７
４．１％であった。早寝早
起き朝ご飯の達成率は5
月７６．３％、10月７１％
で、年間を通して定着し
ていることが分かる。さら
に定着率を高めていきた
い。

Ａ 4



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

3

３学期の学
校公開アン
ケートによる
次の項目に
おいて「よく
てはまる」
「あてはま
る」の合計回
答の割合
①こどもたち
にとって、分
かりやすい
授業であっ
たか。
②こどもたち
は学習活動
を通して、自
分の考えを
深めたり広
げたりしてい
たか。
③授業の中
で、教師がこ
どもたちの
良いところを
認めたり、肯
定的に受け
止めたりす
る場面が
あったか。

４：
90％
以上

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

2

２：
70％
以上

・タブレットを使った授業などは
こどもたちにとって有意義だと
思うが、教師のマンパワーが足
りないと思う。副担任や支援員
と２～３人で行ってもよいので
はと考えます。
・引き続き力を向上するのに頑
張っていただきたいと思いま
す。
・こどもは大人にない素晴らし
い思考回路をもっています。伸
ばしてほしい。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

3

３：
80％
以上

Ｂ 3

Ｃ 0

１：
70％
未満 Ｄ 0

4

各項目の肯定的な自己評価
は次の通りであった。今後も
この視点を大事にして授業
力の向上に努める。
①	「こどもたちにとって、分か
りやすい授業であったか。」
1学期９６．６％　２学期９６．
６％　3学期９９．２％
②	「こどもたちは学習活動を
通して、自分の考えを深め
たり広げたりしていたか。」１
学期９７．７％　２学期９５．８
９％
３学期　９７．５％
③	「授業の中で、教師がこど
もたちの良いところを認めた
り、肯定的に受け止めたり
する場面があったか。」１学
期９８．９％２学期９４．５％
３学期　９８．４％

Ａ 5

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

3

「学校教育
活動に関す
る評価」によ
る次の項目
において「と
ても思う」
「思う」の合
計回答の割
合
①教職員に
こどものこと
について相
談しやすい。
児童アン
ケートによる
次の項目に
おいて「楽し
い」「どちら
かというと楽
しい」の合計
回答の割合
②ボッチャ
トーナメント
は楽しい

４：
90％
以上

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

4

２：
70％
以上

3

・様々な個性をもつこどもたち
に対し、発達障害やLGBTQに
ついて学習させたことは良い
が、大人側も学び理解すること
も必要です。
・児童一人ひとりの状況に合わ
せるというのは難しいと思いま
す。大変ですがよろしくお願い
いたします。
・児童との対話を増やせない
か。
・病気のある子への理解教育
も必要である。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

3

３：
80％
以上

Ｂ 5

Ｃ 0

④ボッチャ大会、城南特別支援学校との交
流等を通して、オリンピック・パラリンピック
教育を行っている。

１：
70％
未満

Ｄ 0

3

「①教職員にこどものことに
ついて相談しやすい。」につ
いて肯定的評価が８１．２％
で、昨年度より３．６％減少
した。今後も相談しやすい信
頼関係を築いていきたい。
スクールカウンセラーも今年
度から2名配置になった。学
校の相談窓口の一つとし
て、重要な役割を果たしてい
る。
②ボッチャ大会の肯定的評
価は、８５。１％であり、児童
は楽しみながら取り組んで
いる。
この取り組みは、東京オリン
ピック・パラリンピックレガ
シーアワード校として行って
いる。スポーツ振興、障害者
理解教育として今後も取り
組んでいく。

Ａ 4

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

3

「学校教育
活動に関す
る評価」によ
る次の項目
において「と
ても思う」
「思う」の合
計回答の割
合
①地域の人
材や施設を
教育活動に
生かしてい
る。
②こどもたち
の安全性を
高める指導
や訓練を
行っている。

４：
90％
以上

③問題解決学習やセーフティ教室の中で、
発達段階に応じたICTモラル教育を行って
いる。

3

２：
70％
以上

・「おおたの未来づくり」では、
地域の協力が不可欠なので、
学校としても地域の企業などへ
周知していく必要がある。
・防災は大切です。こどもの頃
からの指導が自然に身に付くと
思います。引き続きよろしくお
願いいたします。
・ICTは若い人にはかないませ
ん。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

4

３：
80％
以上

Ｂ 4

Ｃ 0

１：
70％
未満 Ｄ 0

3

①地域人材の活用は、肯定
的評価が８２．５％と昨年度
より４．９％増加した。主に
大田区独自教科「おおたの
未来づくり」の実践研究とし
て総合的な学習の時間、生
活科で取り組んできた。来
年度から大田区独自教科の
本格実施となる。さらに充実
させていきたい。
②子どもたちの安全性を高
める指導や訓練を行ってい
るについては、８４．５％で、
昨年度より２．７％減少し
た。今年度の１月には、３・４
年生の総合的な学習の時間
で防災をテーマにした単元
開発を行った。来年度はさら
に充実させていく。

Ａ 5

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

「学校教育
活動に関す
る評価」によ
る次の項目
において「と
ても思う」
「思う」の合
計回答の割
合
①学校は、
地域・保護
者からの質
問や要望に
対して丁寧
に対応して
いる。
②登下校の
安全が守ら
れていると
感じている。

４：
90％
以上

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

２：
70％
以上

・こどもたちの危機管理を高め
ていただきたいです。
・地域内での情報共有が必要
である。（不審者対応などにつ
いて、スピーディーな情報連携
が求められる。）
・町会とのコミュニケーションは
たくさんとっていただきたいと思
います。
・町会も協力します。
・昔遊びを教員全体で進めて
みてはどうか。
・いつでも連絡いただきたい。
地域は学校とのコミュニケー
ションをもっととりたい。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

３：
80％
以上

Ｂ 4

Ｃ 0

１：
70％
未満 Ｄ 0

2

①地域・保護者からの要望
に応えているについては、８
３．２％と、昨年度より1.6％
増加した。来年度はコミュニ
ティスクールに移行し、地域
との連携をさらに深めていき
たい。
②登下校の安全について
は、７２．２％と、昨年度より
９．４％減少した。地域の方
には日頃よりできる限りのご
協力をいただいている。令
和５年度から、春と秋の全
国交通安全運動週間にPTA
の見守り活動を行っていた
だいている。今後は、交通安
全教育を充実させ、児童の
危機管理意識を高めていき
たい。

Ａ 5

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。


